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見
え
る
。
し
か
し
、
近
年
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
も
思

わ
れ
る
比
較
的
大
き
な
台
風
の
来
襲
に
よ
っ
て
砂
浜
が

侵
食
さ
れ
る
場
合
が
頻
繁
に
発
生
し
て
お
り
、
新
た
な

対
策
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
で
、
日
本
沿
岸
の
海
面
が

六
〇
㌢
㍍
上
昇
す
る
と
、
最
悪
の
場
合
、
今
世
紀
末
ま

で
に
日
本
の
九
割
の
沿
岸
で
砂
浜
の
面
積
が
半
分
以
上

減
り
、
六
割
が
完
全
に
消
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
こ
と
が

国
の
研
究
機
関
な
ど
の
分
析
で
分
か
っ
て
い
る
。
海
面

上
昇
だ
け
で
は
な
く
、
台
風
が
巨
大
化
し
発
生
頻
度
も

高
く
な
っ
た
場
合
、
想
定
以
上
の
高
波
が
発
生
し
、
更

に
砂
浜
が
消
失
す
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
地

球
温
暖
化
に
よ
っ
て
砂
浜
が
消
失
す
る
こ
と
は
シ
ョ
ッ

キ
ン
グ
で
あ
り
、
国
土
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
だ
け
で

は
な
く
、
利
用
面
と
環
境
面
に
お
い
て
砂
浜
の
消
失
は

非
常
に
大
き
な
財
産
の
損
失
で
あ
る
。

　
海
抜
ゼ
ロ
㍍
以
下
の
国
土
を
持
つ
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
面
上
昇
対
策
と
し
て
大
規
模
養

浜
を
実
施
し
て
い
る
。
沿
岸
方
向
に
二
㌔
㍍
、
岸
沖
方

向
に
約
一
㌔
㍍
の
広
大
な
砂
浜
を
人
工
的
に
造
り
、
そ

こ
を
土
砂
の
供
給
源
（
サ
ン
ド
モ
ー
タ
ー
）
と
し
て
周

辺
の
砂
浜
を
維
持
す
る
試
み
で
あ
る
。
砂
浜
を
海
岸
保

全
施
設
と
見
な
し
た
考
え
方
に
立
っ
た
地
球
温
暖
化
対

策
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
オ
ラ
ン
ダ
と
同
様
の
取
組
み
は
で
き
な
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
砂
浜
の
機
能
と
価
値
を
認
識
し
、
日
本
国
土

に
適
し
た
地
球
温
暖
化
へ
の
適
応
策
を
早
急
に
検
討
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

浜
海
岸
は
海
水
浴
や
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
、
サ
ー
フ

ィ
ン
な
ど
の
レ
ジ
ャ
ー
、
白
砂
青
松
と
い
っ
た

景
観
を
楽
し
め
る
場
で
あ
る
。
ま
た
多
様
な
生
物
の
生

息
の
場
で
も
あ
り
、
地
引
網
や
砂
浜
か
ら
の
鱚き

す

釣
り
な

ど
が
楽
し
め
る
。
四
方
を
海
で
囲
ま
れ
た
わ
が
国
に
と

っ
て
、
砂
浜
は
貴
重
な
財
産
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
そ
う
い
っ
た
砂
浜
は
時
に
台
風
や
季
節
風
に
よ
る

高
波
の
脅
威
に
晒
さ
れ
る
が
、
遠
浅
で
あ
れ
ば
波
の
力

は
弱
ま
り
背
後
地
を
守
る
海
岸
保
全
施
設
と
し
て
機
能

す
る
。

　
昭
和
三
十
年
〜
四
十
年
頃
か
ら
、
ダ
ム
の
建
設
や
水

害
か
ら
街
を
守
る
た
め
の
河
川
整
備
の
影
響
に
よ
る
川

か
ら
の
流
出
土
砂
量
の
減
少
、
港
の
防
波
堤
建
設
に
よ

る
潮
の
流
れ
の
変
化
に
よ
り
海
岸
侵
食
が
全
国
的
に
激

化
し
た
。
例
え
ば
鳥
取
砂
丘
海
岸
は
、
西
側
を
流
れ
る

千
代
川
河
口
の
付
け
替
え
と
鳥
取
港
の
沖
防
波
堤
の
整

備
の
影
響
で
海
岸
侵
食
が
進
行
し
、
昭
和
二
十
二
年
か

ら
平
成
五
年
ま
で
の
間
、
最
大
で
五
〇
㍍
も
後
退
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
人
為
的
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
っ
て
全
国
各

地
で
海
岸
侵
食
が
発
生
し
、
昭
和
五
十
三
年
〜
平
成
四

年
ま
で
の
一
五
年
間
に
全
国
の
砂
礫
海
岸
の
面
積
は
約

二
、四
〇
〇
㌶
（
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
面
積
の

約
四
七
倍
に
相
当
す
る
）
失
わ
れ
た
。

　
侵
食
防
止
と
し
て
、
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
ん
だ
海

岸
構
造
物
の
建
設
や
、
鳥
取
砂
丘
海
岸
の
よ
う
に
鳥
取

港
に
堆
積
し
た
土
砂
を
侵
食
域
に
海
上
投
入
す
る
サ
ン

ド
リ
サ
イ
ク
ル
工
法
と
い
う
対
策
を
施
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
侵
食
の
進
行
は
か
な
り
抑
え
ら
れ
た
か
の
よ
う
に
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